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午
前
9
時
40
分
に
始

ま
っ
た
定
期
大
会
。
議
長

団
に
小
柳
善
正
さ
ん
（
岩

国
）と
島
根
政
義
さ
ん（
宇

部
）
を
選
出
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
を
代

表
し
て
吉
村
委
員
長
が

「
社
会
情
勢
の
変
動
に
合

わ
せ
、
組
合
と
し
て
直
面

す
る
問
題
と
運
動
の
方
向

性
を
し
っ
か
り
確
認
し
、

健
全
な
組
合
の
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
全
建
総
連
田

口
書
記
次
長
か
ら
情
勢
報

告
を
受
け
た
後
、
来
賓
あ組合のさらなる発展を願いガンバロー三唱

一
万
二
千
人
組
織
回
復
へ

　  

団
結
を
強
め
、
統
一
を

やまぐち建設業界研究セミナー

　

建
設
産
業
の
担
い
手
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
高
校
生
を

対
象
に
し
た
「
や
ま
ぐ
ち

建
設
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」

が
6
月
5
日
に
開
催
さ
れ 議長の小柳さんと島根さん

い
さ
つ
と
し

て
、
配
川
博

之
・
衆
議
院

議
員
安
倍
晋

三
筆
頭
秘
書

を
は
じ
め
地

元
国
会
議
員

の
秘
書
の

方
々
7
名
、

岩
田
忠
二
・

広
島
県
建
設

労
働
組
合
執

大
会
諸
役
員

ま
し
た
。

午
前
中

に
、
実
際

の
現
場
を

見
学
し
た

198人の参加（6/24かめ福）

　

５
年
連
続
で
組
織
拡
大
を
達
成
し
た
建
設
山
口
は
、

６
月
24
日
、
第
53
回
定
期
大
会
を
山
口
市
湯
田
温
泉
の

ホ
テ
ル
「
か
め
福
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
代
議
員
１
０
６

人
、
役
員
41
人
、
来
賓
14
人
な
ど
総
勢
１
９
８
人
が
参

加
し
、
平
成
29
年
度
の
総
括
と
平
成
30
年
度
の
運
動
方

針
を
決
定
。
年
間
目
標
で
あ
る
１
万
２
千
人
組
織
復
活

を
目
指
し
、
参
加
者
全
員
で
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

行
委
員
長
、
木
下
敏
彦
・

岡
山
県
建
設
労
働
組
合
執

行
委
員
長
、
岩
舘
高
志
・

中
建
国
保
常
務
理
事
、
吉

田
充
宏
・
山
口
県
議
会
議

員
、
網
戸
茂
・
連
合
山
口

会
長
、
中
繁
尊
範
・
山
口

県
労
働
者
福
祉
協
議
会
会

長
・
全
労
済
山
口
推
進
本

部
長
か
ら
激
励
の
言
葉
を

受
け
ま
し
た
。

　

大
会
成
立
宣
言
の
後
、

平
成
29
年
度
一
般
経
過
報

告
・
決
算
報
告
・
会
計
監

査
報
告
が
行
わ
れ
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

◆
◆
◆
　

◆
◆
◆

　

昼
食
を
は
さ
み
、
平
成

30
年
度
運
動
方
針
案
、
規

約
の
一
部
改
正
案
と
予
算

案
を
一
括
提
案
。
規
約
の

一
部
改
正
案
で
あ
る
執
行

委
員
の
定
年
制
に
関
す
る

質
問
や
会
計
に
関
す
る
質

問
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

執
行
部
の
答
弁
の
後
、
規

約
の
一
部
改
正
案
に
つ
い

て
の
採
決
が
あ
り
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
運
動
方
針
・
予
算

に
つ
い
て
は
大
き
な
拍
手

で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
個
人
表
彰
、
組

織
拡
大
支
部
へ
の
表
彰
、

特
別
表
彰
が
行
わ
れ
、
最

後
に
建
労
岡
山
木
下
執
行

委
員
長
の
音
頭
の
も
と
、

全
員
で
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱

を
行
い
閉
会
。
1
万
2
千

人
組
織
の
早
期
復
活
を
目

指
し
、
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
を
参
加
者
全
員
で
確

認
し
、
更
な
る
発
展
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。

■
求
人
情
報
の
ご
利

用
を

　「
仕
事
の
関
係
で
職
人

さ
ん
や
従
業
員
が
必
要

な
ん
だ
が
…
」
そ
ん
な

要
望
に
応
え
る
た
め
建

設
山
口
で
は
、
求
人
情

報
を
本
部
を
通
じ
て
、

県
下
各
支
部
に
連
絡
し

て
い
ま
す
。
手
続
き
は
、

指
定
の
「
建
設
山
口
求

人
票
」
を
本
部
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
本
部

か
ら
県
下
各
支
部
に
送

付
し
ま
す
。
く
わ
し
く

は
組
合
事
務
所
ま
で
。

▲

指
導
に
も
熱
が
こ
も
る

高
校
生
約
1
5
0
人
が
、

き
ら
ら
ド
ー
ム
に
移
動
し

て
午
後
か
ら
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

鉄
筋
・
鳶
・
畳
な
ど
県

内
8
つ
の
団
体
が
ブ
ー
ス

を
構
え
る
中
、
建
設
山
口

は
、（
一
社
）
山
口
県
住

宅
建
設
協
会
と
し
て
、「
大

工
職
」
の
体
験
ブ
ー
ス
を

県
か
ら
依
頼
を
受
け
て
出

店
。「
木
組
み
体
験
」「
カ

ン
ナ
削
り
体
験
」
の
2
つ

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
中
心

に
、「
仕
口
・
継
ぎ
手
な

ど
の
展
示
」
も
行
い
、
高

校
生
に
大
工
の
魅
力
を
伝

え
ま
し
た
。

参
加
し
た
高
校
生
は
、
掛

矢
や
カ
ン
ナ
の
使
い
方
に

苦
労
し
な
が
ら
も
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
体
験
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

「
作
っ
た
も
の
が
形
に

残
る
や
り

が
い
を
感

じ
た
。
今

後
の
進
路

選
択
の
参

考
に
し
た
い
。」
と
話
す

生
徒
も
お
り
、
指
導
に
当

た
っ
た
7
人
の
指
導
員
に

と
っ
て
も
今
後
の
建
設
業

界
に
希
望
が
持
て
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

大
工
の
魅
力
を
伝
え

進
路
選
択
の
参
考
に

　

議
長
／
小
柳
善
正
（
岩

国
）
島
根
政
義
（
宇
部
）

　
　
書
記
／
中
野
弘
志
（
小

野
田
）
礒
部
浩
次
（
吉
南
）

小
田
智
子
（
本
部
）

　

議
事
録
署
名
人
／
小
川

和
広
（
光
）
馬
越
直
二
郎

（
防
府
）

　
資
格
審
査
委
員
／
善
本

光
太
郎
（
下
松
）
滝
口
章

（
熊
毛
南
）
丸
畠
卓
大
（
下

関
）
井
町
健
一
（
徳
山
）

濵
﨑
好
宏
（
豊
浦
）
中
村

文
昭
（
長
門
）
蒔
田
浩
治

（
萩
）

　

岡
義
智
（
阿
東
）
畒
狹

茂
樹
・
籾
田
安
保
（
岩
国
）

武
原
弘
・
橋
本
晴
夫
（
宇

部
）
福
田
康
治
（
小
野
田
）

桑
原
清
・
岩
川
哲
一
（
下

関
）
石
村
照
明
（
長
門
）

　

◆
組
織
拡
大
数

　

下
松
支
部
・
防
府
支
部
・

山
口
支
部

　

◆
組
織
拡
大
率

　

豊
浦
支
部
・
萩
支
部
・

柳
井
支
部

　

磯
村
勇
輝
（
下
松
）

個
人
表
彰

支
部
表
彰

特
別
表
彰
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執
行
委
員
長

　

吉
村
　
　

修
（
宇
　

部
）

副
執
行
委
員
長

　

青
木
　
　

保
（
小
野
田
）

　

今
地
幾
太
郎
（
下
　

松
）

　

藤
田
　

裕
政
（
長
　

門
）

書
記
長

　

小
林
　

和
弘
（
山
　

口
）

会
　
計

　

来
島
　

正
利
（
　

萩
　

）

会
計
監
査

　

河
嶋
　

健
司
（
吉
　

南
）

　

河
野
　

雅
次
（
長
　

門
）

　

瀧
口
　
　

治
（
美
　

祢
）

組
織
対
策
部

◎
山
田
　

好
男
（
吉
　

南
）

○
小
池
　

延
幸
（
岩
　

国
）

　

田
村
　

豪
勇
（
下
　

関
）

　

吉
崎
　

和
成
（
柳
　

井
）

社
会
保
障
対
策
部

◎
藤
井
　

洋
巳
（
熊
毛
南
）

○
浜
下
　

照
文
（
下
　

松
）

　

齊
藤
　

博
行
（
小
野
田
）

　

村
岡
　
　

進
（
長
　

門
）

　

宮
脇
　

光
義
（
　

萩
　

）

賃
金
対
策
部

◎
久
保
登
志
正
（
徳
　
山
）

○
為
栗
　
正
美
（
山
　
口
）

　
橋
本
　
信
康
（
下
　
松
）

　
長
井
　
悦
則
（
宇
　
部
）

　
松
永
　
裕
治
（
岩
　
国
）

技
術
対
策
部

◎
荒
木
　

泰
司
（
下
　

関
）

○
城
前
　

知
弘
（
宇
　

部
）

　

　
　
　

祐
輔
（
豊
　

浦
）

教
育
宣
伝
部

◎
熊
谷
　

龍
夫
（
山
　

口
）

○
河
村
　

雅
伸
（
小
野
田
）

　

山
本
　

英
治
（
岩
　

国
）

　

藤
井
　

龍
夫
（
下
　

松
）

税
金
対
策
部

◎
末
広
　

武
夫
（
宇
　

部
）

○
近
崎
　

秀
幸
（
　

光
　

）

　

中
村
　

廣
昭
（
防
　

府
）

　

吉
村
　

典
之
（
徳
　

山
）

住
宅
対
策
部

◎
曽
我
　
　

隆
（
防
　

府
）

○
山
本
　

克
巳
（
阿
　

東
）

　

穴
見
　

泰
夫
（
下
　

関
）

　

内
山
　

秋
久
（
山
　

口
）

労
働
対
策
部

◎
林
　
　

主
行
（
美
　

祢
）

○
森
中
　

美
雄
（
岩
　

国
）

　

山
﨑
　

皓
生
（
吉
　

南
）

　

福
田
　

雅
文
（
宇
　

部
）

青
年
部

◎
田
中
　

満
男
（
岩
　

国
）

◎
は
部
長
、
○
は
副
部
長

平
成
30
年
度
役
員
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「
全
建
総
連
7・
5
賃

金
・
単
価
引
き
上
げ
、
予

算
要
求
中
央
総
決
起
大

会
」
が
7
月
5
日
、東
京・

日
比
谷
大
音
楽
堂
を
主
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
48
県
連
・
組
合
か

ら
3
5
6
1
人
（
暫
定
）

が
参
加
。
建
設
山
口
か
ら

は
、
吉
村
執
行
委
員
長
を

は
じ
め
、
代
表
16
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
吉
田
中
央
執

行
委
員
長
が
主
催
者
あ
い

さ
つ
。
そ
の
後
、
各
政
党

代
表
か
ら
激
励
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
勝
野
書
記
長

か
ら
情
勢
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
決
議
案
を
大

き
な
拍
手
で
採
択
し
、
ガ

ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
し
た
の

ち
、
全
国
の
仲
間
と
東
京

駅
ま
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
繰
り
返
し
な
が
ら
行

進
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
建
設
山
口
か
ら

の
参
加
者
は
午
前
中
に
2

班
に
分
か
れ
、
地
元
国
会

議
員
要
請
行
動
を
実
施
。

地
元
選
出
国
会
議
員
の
議

員
会
館
事
務
所
を
訪
れ
、

建
設
国
保
の
育
成
・
強
化

に
つ
い
て
理
解
を
求
め
ま

全建総連
中央総決起大

会

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

全
国
の
仲
間
と
共
に

ーハガキ要請行動ー
全体で目標枚数達成

雨の中全国から3,561人が集結

　

建
設
山
口
の
中
に
あ
る

三
団
体
（
中
建
国
保
組
合

山
口
県
支
部
・
一
般
社
団

法
人
山
口
県
住
宅
建
設
協

会
・
山
口
県
建
設
職
業
訓

練
協
会
）
の
総
会
を
5
月

21
日
、
建
設
山
口
本
部
会

館
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
事
業
報

告
・
決
算
報
告
の
後
、
平

成
30
年
度
の
事
業
計
画
・

予
算
が
全
会
一
致
で
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
建
設
職

業
訓
練
協
会
と
し
て
運
営

し
て
い
る
訓
練
校
は
、
今

年
度
、
入
校
希
望
者
が
少

な
か
っ
た
た
め
、
新
一
年

生
の
受
け
入
れ
は
見
送
り

と
な
り
完
全
休
校
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
訓
練
生
確
保

に
関
し
ま
し
て
、
組
合
員

さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

諸
要
求
の
実
現
へ

し
た
。
特
に
高
村
正
大
衆

議
院
議
員
、
古
田
圭
一
衆

議
院
議
員
、
桝
屋
敬
悟
衆

議
院
議
員
、
北
村
経
夫
参

議
院
議
員
に
は
御
本
人
に

直
接
お
会
い
し
て
要
請
書

を
手
渡
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

今
後
、
賃
金
単
価
引
き

上
げ
や
年
末
ま
で
続
く
予

算
確
保
に
向
け
た
運
動

に
、
全
国
の
仲
間
と
団
結

し
て
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

組
合
で
は
、
木
造
建

築
物
の
組
立
て
等
作
業

主
任
者
技
能
講
習
を
開

催
し
ま
す
。

　

軒
高
5
ｍ
以
上
の
木

造
建
築
物
の
構
造
部
材

の
組
立
て
又
は
こ
れ
に

伴
う
屋
根
下
地
若
し
く

は
外
壁
下
地
の
取
付
作

業
に
つ
い
て
は
、
木
建

の
作
業
主
任
者
を
選
任

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

仕
事
上
、
こ
の
資
格
が

必
要
な
方
は
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
9
月
25
日
（
火
）

　
　
　

9
月
26
日（
水
）

　

両
日
と
も
8
時
50
分

か
ら
17
時

【
場
所
】
山
口
市
「
建
設

山
口
本
部
会
館
」

【
〆
切
】
9
月
7
日
（
金
）

【
受
講
料
】

　

5
，
0
0
0
円

【
テ
キ
ス
ト
代
】

　

1
，
3
0
0
円
（
建

設
山
口
組
合
員
は

5
0
0
円
に
な
り
ま
す
）

　

※
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
所
属
の
支
部
ま

た
は
本
部
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

このような現場では作業主任者を選任

木建の技能講習
9月に組合主催で

軒の高さ
５m以上

地盤面まで

　

来
年
度
の
国
保
組
合
に

対
す
る
補
助
金
の
現
行
水

準
の
確
保
を
求
め
る
ハ
ガ

キ
要
請
は
、
全
建
総
連
傘

下
の
組
合
が
一
斉
に
取
り

組
む
大
切
な
運
動
で
す
。

　

建
設
山
口
で
は
、
2
万

7
8
7
3
枚
を
集
約
し
、

投
函
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

は
夏
と
秋
の
2
回
、
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
夏

も
組
織
人
員
の
2
倍
を
目

標
に
取
り
組
み
、
全
体
で

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
厚
生
労
働
省
の

保
険
局
長
、
医
療
保
険
担

当
審
議
官
、
国
民
健
康
保

険
課
長
、
国
民
健
康
保
険

課
長
補
佐
の
4
名
へ
の
要

請
行
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

御
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
組
合
員
及
び
家
族
の
皆

様
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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健診を受けよう

　

平
成
30
年
度
の
中
建

国
保
の
健
康
診
査
事
業

は
、
全
て
の
組
合
員
と

20
歳
以
上
の
家
族
被
保

険
者
を
対
象
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

年
齢
に
よ
っ
て
、
特

定
健
診
（
40
歳
以
上
の

被
保
険
者
が
対
象
）
と

一
般
健
診
に
分
か
れ
ま

す
が
、
健
診
内
容
は
同

じ
で
す
。
健
診
内
容
は
、

基
本
健
診
に
加
え
、
大

腸
が
ん
検
診
、
胸
部
直

接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を

セ
ッ
ト
に
し
て
1
万

5
0
0
円
ま
で
中
建
国

保
で
費
用
負
担
し
ま
す
。

　

中
建
国
保
山
口
県
支

部
と
（
公
財
）
山
口
県

予
防
保
健
協
会
で
交
わ

し
て
い
る
健
康
診
査
・

保
健
指
導
委
託
契
約
の

中
に
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン

と
し
て
、
前
立
腺
が
ん

検
診
（
血
液
検
査
・
検

査
料
2
千
円
は
希
望
す

る
受
診
者
負
担
）、
他
の

部
位
の
が
ん
検
診
な
ど

の
項
目
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
受
診
率
の

目
標
は
実
現
可
能
な
目

標
値
（
特
定
健
診
60
％
、

保
健
指
導
10
％
）
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
健
診
で「
早

期
に
病
気
が
み
つ
か
っ

て
よ
か
っ
た
」
と
の
声

も
多
数
あ
り
ま
す
。
自

分
の
た
め
、
そ
し
て
家

族
の
た
め
に
病
気
は
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が

大
切
で
す
。

　

健
診
事
業
の
詳
細
は
、

お
入
り
の
出
張
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(((((((((((((((((((((((((((((((((((((((((((((

主婦の会総会

三団体総会

平成30年度　事業計画を承認

基
本
組
合
へ
協
力
を

青年部定期大会 建
設
山
口
の
担
い
手
と
し
て

　

4
月
22
日
、
青

年
部
は
16
支
部
36

人
の
参
加
の
も
と
、

第
49
回
定
期
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
も
全
員
が

ス
ー
ツ
着
用
で
臨

み
、
平
成
29
年
度

の
総
括
と
平
成
30

年
度
の
運
動
方
針

と
要
求
予
算
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
未
加
入
者
の

青
年
層
へ
加
入
の
働
き
か

け
を
積
極
的
に
行
う
と
と

も
に
、
建
設
山
口
の
担
い

手
と
し
て
行
動
し
て
い
き

ま
す
。

　

中
国
地
協
青
年
部
の
代

表
と
し
て
田
中
青
年
部
長

が
全
国
青
年
部
幹
事
に
選

出
さ
れ
、
先
頭
に
立
っ
て

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

5
月
14
日
、
第

39
回
主
婦
の
会
総

会
を
11
支
部
34
人

が
参
加
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
会
長

会
議
で
も
議
題
に

あ
が
っ
て
い
た
、

活
動
を
休
止
し
て

い
る
支
部
へ
の
活

動
の
呼
び
か
け
と
、

主
婦
の
会
未
結
成
支
部
へ

の
結
成
の
働
き
か
け
を
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
基
本
組
合
へ
の

協
力
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
も
確
認
し
ま
し
た
。

　

組
合
の
メ
リ
ッ
ト
を
学

習
し
、
未
加
入
者
へ
組
合

加
入
を
働
き
か
け
、
組
織

拡
大
に
協
力
し
て
い
き
ま

す
。

各支部から送られてきたハガキ
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久光　義秋（光・大工 68）

ササユリ揺れる 三瓶山
（島根県大田市）

支部 平成30年６月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿　東 69 0
岩　国 1,776 25
宇　部 1,672 6
小野田 579 4
吉　南 1,000 2
下　松 1,171 19
熊毛南 256 1
下　関 1,199 － 8
徳　山 763 11
豊　浦 178 1
長　門 182 0
萩 198 － 1
光 239 0
防　府 920 － 6
美　祢 165 － 2
山　口 1,107 13
柳　井 446 3

計 11,920人 68

▲

感
謝
状
を
受
け
る
森
中

書
記
長

未
加
入
者
へ
声
か
け
を

山小屋近くのピークでハム仲間と交信

　

三
瓶
山
は
誰
も
が

知
っ
て
い
る
火
山
の
山

群
で
す
。
草
原
に
は
オ

キ
ナ
草
が
咲
き
女
性
的

な
山
容
の
山
々
で
気
軽

に
登
れ
そ
う
で
人
気
が

あ
り
ま
す
。
東
の
原
か

ら
リ
フ
ト
も
運
行
さ
れ

太
平
山
に
は
軽
装
で
多

く
の
人
た
ち
が
山
の
空

気
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
山
を

踏
破
す
る
に
は
体
力
が

必
要
で
す
。
鐘
上
火
山

特
有
の
峰
々
か
ら
形
成

さ
れ
た
ピ
ー
ク
は
女
三

瓶
、
男
三
瓶
、
子
三
瓶
、

孫
三
瓶
の
頂
が
室
内
池

を
取
り
囲
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
東
の
原
ス

キ
ー
場
の
駐
車
場
に
車

子
供
た
ち
の
笑
顔
に

　
　
　
　
心
洗
わ
れ
て

記念祝賀会の福引きの様子

H29年度末組合員数

　【
岩
国
・
山
本
英
治
（
塗

装
・
73
）】
岩
国
支
部
で

は
3
月
31
日
か
ら
4
月
1

重症度 症　状 対　応 

Ⅰ度 

Ⅱ度 

Ⅲ度 

・めまい、立ちくらみがある 
・筋肉のこむら返りがある（痛い） 
・汗が拭いても拭いても出てくる 

・頭ががんがんする（頭痛） 
・吐き気がする、吐く 
・体がだるい（倦怠感・虚脱感） 

・意識が無い 
・体がひきつける（痙攣） 
・呼びかけに対し返事がおかしい 
・真っすぐに歩けない、走れない 
・高い体温である 

冷所に移し、安静にして体を冷やしましょう
水分・塩分を補給しましょう

Ⅰ度、Ⅱ度の対応をしながら、すぐに救急車で
病院に運びましょう

Ⅰ度の対応に加え、必ず誰かが付き添うように
しましょう
症状が改善しなければすぐに病院へ運びましょう

熱
中症に

ご注意を

　昨年の夏は猛暑の影響で、
熱中症による死亡災害が前
の年に比べ４人多い16人と
なり、その中でも建設業が
８人と、最も死亡災害の多
い業種となっています。
　熱中症とは、高温・高熱
の場所で長い時間過ごし、
さらに作業や運動が加わる
と、皮下血管の拡張や発汗

で機能を維持しようとしま
すが、限度を超すと体内の
塩分喪失の症状だけでなく、
時に生命の危険を伴う障害
を招きます。
　熱中症の症状があらわれ
たら、すぐに医師などへ連
絡し、適切な指示を受けま
しょう。

を
置
き
放
牧
さ
れ
た
牛

を
見
な
が
ら
、
太
平
山

か
ら
女
三
瓶
に
向
か
う
。

女
三
瓶
ま
で
は
初
心
者

で
も
軽
装
で
楽
に
登
れ

ま
す
。
兜
山
ピ
ー
ク
を

過
ぎ
る
と
徐
々
に
傾
斜

が
増
し
残
雪
期
に
は
、

滑
落
事
故
に
気
を
使
う

登
路
だ
。
山
小
屋
に
立

ち
寄
り
男
三

瓶
の
頂
上
に

向
か
う
。
頂

上
は
広
く

3
6
0
度
の

展
望
。
気
持

ち
良
い
日
本

海
の
風
が
更

な
る
縦
走
を

誘
う
。
男
三

瓶
か
ら
赤
雁

山
へ
の
下
り
は
す
ご
い

急
坂
な
の
で
石
を
落
と

さ
ぬ
よ
う
よ
う
気
を
付

け
て
歩
く
。
鞍
部
ま
で

下
る
と
登
り
が
辛
い
。

赤
雁
山
ピ
ー
ク
で
一
休

み
。
こ
の
辺
り
の
笹
原

に
咲
く
オ
レ
ン
ジ
色
っ

ぽ
い
サ
サ
ユ
リ
が
疲
れ

を
癒
す
。
子
三
瓶
、
孫

三
瓶
へ
の
縦
走
路
は
登

り
下
り
の
繰
り
返
し
で

健
脚
度
が
試
さ
れ
る
が
、

笹
原
の
風
に
揺
れ
る
サ

サ
ユ
リ
の
香
り
で
、
元

気
に
脚
が
進
む
。

　

サ
サ
ユ
リ
は
色
ん
な

山
々
で
出
会
っ
た
が
三

瓶
山
の
花
色
が
特
に
赤

い
。
ア
ル
カ
リ
度
が
強

い
土
壌
だ
か
ら
だ
ろ
う

か
。
三
瓶
山
全
縦
走
と

な
る
と
5
時
間
は
必
要

だ
。
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ

て
は
6
〜
7
時
間
か

か
っ
た
グ
ル
ー
プ
も
あ

る
そ
う
で
す
。

　

体
力
と
仲
間
の
体
調

を
み
て
無
理
の
な
い

コ
ー
ス
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

岩国支部

日
に
か
け
て
岩
国
市
立
由

西
小
学
校
に
お
い
て
学
校

施
設
修
繕
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
内
容
と
し
て
は
体

育
館
外
部
の
手
摺
の
破
損

部
分
5
ヶ
所
、
建
具
障
子

磨
耗
部
分
2
枚
、
ジ
ャ
ン

グ
ル
ジ
ム
の
基
礎
部
分
の

修
繕
、
遊
具
の
塗
装
な
ど

で
す
。

　

長
年
の
使
用
に
耐
え
た

様
々
な
設
備
や
遊
具
を
子

供
た
ち
が
事
故
に
合
わ
な

い
よ
う
に
先
生
方
が
い
ろ

い
ろ
と
工
夫
を
さ
れ
て
使

わ
れ
て
い
て
、
御
苦
労
様

と
感
じ
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
の
先
生
方

か
ら
の
感
謝
の
言
葉
や
子

供
た
ち
の
笑
顔
に
心
洗
わ

れ
、
後
日
、
由
西
小
学
校

か
ら
、
感
謝
状
と
子
供
た

ち
の
お
礼
の
寄
せ
書
き
を

い
た
だ
き
、
と
て
も
嬉
し

く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
岩
国
市

教
育
委
員
会
か
ら
は
感
謝

状
ま
で
い
た
だ
き
、
清
々

し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

と
な
り
ま
し
た
。

子供たちのお礼の寄せ書き

歴代支部長の『思いをつなぐ』
長門支部60回定期大会

　　　  および60周年記念祝賀会

　【
長
門
・
藤
田
裕
政
（
大

工
・
58
）】
県
本
部
役
員

と
し
て
執
行
委
員
長
吉
村

修
氏
を
お
迎
え
し
、「
大

正
館
」
に
お
い
て
6
月
16

日
（
土
）
午
後
5
時
よ
り

長
門
支
部
60
回
定
期
大
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

伊
勢
本
和
男
議
長
に
よ

る
ス
ム
ー
ス
な
進
行
に
よ

り
、
議
事
も
滞
る
こ
と
な

く
す
べ
て
の
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
、
午
後
6

時
30
分
よ
り
支
部
結
成
60

周
年
記
念
祝
賀
会
を
開

き
、
笠
本
俊
也
県
議
会
議

員
を
は
じ
め
13
名
の
ご
来

賓
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
三

隅
清
風
太
鼓
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
太
鼓
演
奏
を
皮
切

り
に
福
引
も
行
い
、
大
い

に
盛
り
上
が
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
下
各
支
部
よ

り
祝
電
、
ご
芳
志
を
頂
戴

し
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
か
ら
は
お
礼
の

印
と
し
て
、
長
門
の
銘
菓

「
鶏
卵
せ
ん
べ
い
」
を
お

付
け
し
、
本
部
及
び
各
支

部
書
記
さ
ん
へ
人
数
分
ほ

ど
の
記
念
品
を
お
送
り
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
ち
ら
の
役

員
が
発
案
し
た
も
の
で

「
書
記
を
含
め
た
各
支
部

間
の
絆
を
さ
ら
に
深
め
た

い
」
と
い
う
意
味
合
い
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

60
年
と
い
う
節
目
を

迎
え
、
私
た
ち
長
門
支
部

は
歴
代
支
部
長
の
思
い
を

つ
な
ぐ
べ
く
さ
ら
な
る
団

結
を
深
め
、

県
本
部
を
は

じ
め
皆
様
方

の
ご
指
導
を

い
た
だ
き
な

が
ら
進
ん
で

ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い

ま
す
。

11,920人
H30年６月末
建設山口組合員数

　

建
設
山
口
の
組
合
員
数

は
、
平
成
30
年
6
月
末
現

在
、
1
万
1
9
2
0
人
と

な
り
ま
し
た
。

　

建
設
職
人
の
仕
事
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
組
合

で
は
様
々
な
制
度
や
政
策

の
実
現
に
向
け
、
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

組
織
人
数
が
大
き
く
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
、
そ
の
声
は

大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

現
場
等
で
様
々
な
職
種
の

建
設
業
で
働
く
方
に
会
わ

れ
た
時
、「
建
設
山
口
（
組

合
）に
入
っ
て
い
ま
す
か
」

と
声
を
か
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

そ
し
て
声
を
か
け
て
い

た
だ
い
た
方
が
、
組
合
に

入
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な

け
れ
ば
、
組
合
へ
の
加
入

を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

　

組
合
の
魅
力
を
正
確
に

伝
え
、
一
人
で
も
多
く
の

仲
間
を
組
合
に
迎
え
入
れ

ま
し
ょ
う
。
数
は
力
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
組
織
拡
大

に
向
け
た
御
協
力
を
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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防府　藤林　賢悟
（土木・33）

お
食
い
初
め

藤林さん

　今年の３月８日に第一
子（娘）が誕生しました。
先日、生後100日を迎えたので
すが、皆様は百日祝い（お食い初
め）をご存知でしょうか。
　これは、赤ちゃんが「一生食べ物に
困らないように」と願って行う儀式で
す。歴史は古く、平安時代から行われ
ていたのですが、栄養状態の悪かった
時代は生後100日を超えられない子も
多く、そのため赤ちゃんの成長段階に
合わせて折々に成長を祝い、先の幸せ
を祈る風習がありました。また、乳歯
の生え始めの時期として「丈夫な歯が

生えるように」と願う「歯
固め」の儀式として行われま

した。
お食い初めでは、一汁三菜の祝い

膳を用意して赤ちゃんに食べさせる真
似をさせます。米粒ひと粒でも口へ入
れたらおめでたいと喜ぶのです。
　また、「歯固め」の儀式もします。
お食い初めの祝い膳に「歯固め石」と
呼ばれる小石を用意し、石に触れた箸
で赤ちゃんの歯ぐきを触って丈夫な歯
が生えることを願います。
　伝統や風習に見える人々の思いを大
切にしたいですね。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
新
し
い
草
が
生
え
て
く

る
よ
う
、枯
れ
草
に
火
を

つ
け
て
野
を
焼
く
こ
と
。

④
建
物
や
山
林
な
ど
、大
き

な
も
の
が
焼
け
る
こ
と
。

⑥
真
剣
で
あ
る
さ
ま
。
誠

実
な
様
子
。

⑧
顔
の
皮
膚
に
現
れ
る
褐

色
の
小
さ
な
斑
点
。

⑩
羊
の
肉
。

⑪
国
内
の
政
治
。
〇
〇
〇
〇

干
渉
。

⑬
絵
を
描
く
と
き
、
色
を
つ

け
る
た
め
に
塗
る
材
料
。

⑮
フ
ラ
ン
ス
の
首
都
。

⑯
伝
え
た
い
事
柄
。
用
事
。

⑱
鶏
な
ど
を
飼
っ
て
お
く

た
め
の
小
屋
。

⑲
個
数
や
年
齢
を
た
ず
ね

る
と
き
に
使
う
言
葉
。

㉑3.1415

…
＝
円
周
〇
〇

㉒
草
と
木
。
植
物
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

②
普
通
に
並
ん
で
い
る
歯

の
脇
に
重
な
る
よ
う
に

生
え
て
い
る
歯
。

③
買
い
物
を
す
る
と
必
ず

こ
こ
を
通
り
ま
す
。

⑤
一
日
の
仕
事
や
授
業
の

予
定
を
割
り
当
て
る
こ

と
。

⑥
薬
等
で
体
の
感
覚
を
麻

痺
さ
せ
る
こ
と
。

⑦
目
が
く
ら
ん
で
立
っ
て

い
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
。

⑧
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い

こ
と
に
対
し
て
用
意
し

て
お
く
こ
と
。

⑨
器
具
等
に
取
り
付
け
る

金
属
製
の
付
属
品
。

⑫
世
の
中
の
あ
り
さ
ま
。

⑭
こ
れ
が
良
い
と
仕
事
が

早
く
終
わ
り
ま
す
。

⑮
タ
イ
ヤ
に
穴
が
あ
く
こ

と
。

⑯
前
も
っ
て
約
束
す
る
こ

と
。

⑰
〇
〇
〇
カ
イ
フ
ク
を
望

み
ま
す
。

⑱
翼
を
持
ち
、
体
が
羽
毛

で
覆
わ
れ
て
い
る
動
物
。

⑳
丁
寧
に
磨
い
て
〇
〇
を

出
し
ま
す
。

◆
◆
◆
　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
9
月
4
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

◇
285
号
解
答
◇

　

シ
ン
ガ
ッ
キ

〈
当
選
者
〉【
宇
部
】
原
野

芳
恵
・
竹
村
栄
子
【
吉
南
】

伊
藤
莉
來
・
西
村
陽
・
道

中
歩
・
守
田
文
子
【
下
関
】

玉
城
治
江
【
徳
山
】
田
中

鉄
男
・
大
室
美
緒
【
柳
井
】

山
中
辰
治（

応
募
総
数
44
）

作・斉藤達夫

夏のスタミナ
　　メニュー

ま
ず
は
ス
テ
ー
キ

ト
ン
カ
ツ
に

唐
あ
げ

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

ハ
ン
バ
ー
グ

す
き
焼
き
と
・
・
・

う
〜
ん

夏
バ
テ
の
前
に

胃
も
た
れ
が
心
配

夏
バ
テ
予
防

ス
タ
ミ
ナ
メ
ニ
ュ
ー
は

お
肉
が
・
・
・

昨
日
ざ
る
そ
ば

今
日
ソ
ー
メ
ン

こ
こ
ん
と
こ
ろ

サ
ッ
パ
リ
系
が

続
い
て
る
け
ど

め
ん
類
ば
か
り
じ
ゃ

夏
バ
テ
し
そ
う
ね

・
・
・

 「花の海」
住所：山陽小野田市埴生 3392
TEL：0836-79-0092
H P：http://www.hana-umi.com/

農
業
の
魅
力
・
可
能
性
を

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
へ

　【
小
野
田・河
村
雅
伸（
設

計
・
65
）】
西
日
本
最
大
級

の
シ
ス
テ
ム
農
場
「
花
の

海
」は
、国
道
1
9
0
号（
旧

2
号
線
）
沿
い
の
貝
汁
で

有
名
な
「
み
ち
し
お
」
か

ら
小
野
田
側
へ
少
し
進
ん

だ
と
こ
ろ
に
あ
る
「
コ
メ

リ
」
の
横
を
海
側
に
入
っ

た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

「
花
の
海
」
は
、
旧
山

陽
町
が
管
理
に
困
っ
て
相

談
し
た
㈲
船
方
総
合
農
場

に
よ
る
、
広
大
な
農
地
を

利
用
し
て
大
型
ハ
ウ
ス
と

管
理
農
法
を
い
か
し
て
つ

く
ら
れ
た
大
規
模
シ
ス
テ

ブルーベリー狩りも楽しめます

C

D

E

B

A

1

8

13

18

21

2

14

6

16

22

3

12

7

10

17

19

4

15

5

20

9

11

12

西 日 本 最 大 級 の
シ ス テ ム 農 場

ム
農
園
で
す
。

　

株
式
会
社
「
花
の
海
」

で
は
、「
農
業
の
魅
力
・
可

能
性
を
た
く
さ
ん
の
人

へ
」
と
い
う
こ
と
で
、
農

家
向
け
の
野
菜
・
花
の
苗

販
売
か
ら
い
ち
ご
狩
り
や

農
業
体
験
な
ど
を
通
し
て

農
業
の
魅
力
と
将
来
性
を

発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
交
流
館
で

は
、
船
方
牧
場
の
牛
乳
や

パ
ン
を
は
じ
め
農
産
品
か

ら
加
工
品
ま
で
幅
広
く
販

売
し
て
お
り
、
農
場
の
採

れ
た
て
野
菜
を
使
っ
た
料

理
が
食
べ
ら
れ
る
、
レ
ス

ト
ラ
ン
「
い
た
り
あ
ん
食

堂
」
も
あ
り
ま
す
。

　

今
の
時
期
は
、
8
月
中

旬
ま
で
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

狩
り
が
楽
し
め
ま
す
し
、

広
大
な
敷
地
を
利
用
し
て

植
え
ら
れ
た
、
10
万
本
の

ひ
ま
わ
り
畑
も
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
秋
に
は

一
面
の
コ
ス
モ
ス
畑
と
な

り
、
イ
ン
ス
タ
栄
え
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

お入りの支部にあります案内チラシに
必要事項を御記入のうえ、組合員カードといっしょにハーモニー
ランドチケット売場窓口に提示してください。5名様まで、上記特
別優待料金にてチケットをご購入いただけます。
詳しくはお入りの支部へお問い合わせください。

2018年7月14日 ～9月2日 まで（土） （日）

1,2001,700円
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